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Special Lecture 2021

國井 修 先生

日本の山村での僻地診療、NGOを通じた国際緊急援助、国立国際医療センターや外務省を通じた
ODA実施・政策作り、東京大学、長崎大学での研究・教育活動、UNICEFニューヨーク本部、ミャンマー
事務所、ソマリア支援センターを通じた乳幼児死亡低減プログラムを実施。現在は、スイス・ジュネー
ブのグローバルファンドで戦略作りや技術支援、モニタリング・評価、人権・ジェンダーなど5つの
部門を統括している。国際協力の第一線で活躍する國井先生に、いまだ世界中で猛威を振るっている
新型コロナウイルス等のパンデミックについて，先生のお若い頃の経験談を交え、グローバルヘルス
を志す学生へ向けて語っていただきます。

主な著書
『人類 vs感染症新型コロナウイルス 世界はどう闘っているのか 』（ CCCメディアハウス ） 2020
『世界最強組織のつくり方 ―　感染症と闘うグローバルファンドの挑戦 』   （ちくま新書） 2019 
『国家救援医 私は破綻国家の医師になった』（角川書店） 2012

世界エイズ・結核・マラリア対策基金　
戦略・投資・効果局長
長崎大学客員教授

9/16 Thursday
13:00~14:00
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Online Web seminar

Language: Japanese only

- 参加方法 -
当日開催時刻になりましたら下記URLもしくはQRコードからアクセスください。

https://zoom.us/j/93292675501

研究所等支援課学務 tmgh_jimu@ml.nagasaki-u.a.jp
＜お問い合わせ＞

熱帯医学・グローバルヘルス研究科主催

ミーティング ID : 932 9267 5501


